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３ 要  旨 

 飼料用トウモロコシ収穫作業の省力化及び良質サイレージの長期給与を可能にした細断型ロールベーラの牧草
等での汎用性を調査するとともに、これらサイレージの長期保存性、及び嗜好性等を明らかにするため試験を行
った。 
 イタリアンライグラス(以下IR)、ソルガム、スーダングラス、IR主体混播草地2番草及びエン麦を用いて細断型
ロールベーラによるサイレージ調製を行った結果、長期保存後におけるIR、ソルガム及びスーダングラスサイレ
ージのV2-scoreはすべて90点以上、調製3ヶ月後におけるIR主体2番草及びエン麦サイレージのV2-scoreは85点以
上と高く、発酵品質は良好であった(V2-score：サイレージの評価基準で80点以上が良好）。また、オーチャード
グラス主体混播草地において細断型及び従来型ロールベール体系の収穫作業能率を調査した結果、細断型ロール
ベーラ体系の総作業時間は46分/10aで、従来型ロールベーラ体系(120cm径、25分/10a)の1.81培であった。これは
ピックアップハーベスタの作業能率が劣ることに起因していた。さらに、細断及び従来型ロールベーラ体系で調
製したオーチャードグラス主体サイレージのホルスタイン種搾乳牛における摂取量を調査した結果、細断型ロー
ルベーラで調製したサイレージの乾物摂取量は6.46 kg/頭/日で、従来型ロールベーラの1.15培となった（従来ロ
ール摂取量：5.60 kg/頭/日）。 
 以上の結果から、細断型ロールベーラは、予乾牧草の収穫作業で従来体系よりも遅くなるものの、飼料用トウ
モロコシ以外の各草種においても利用可能であり、長期保存後のサイレージ品質も良好であることが明らかにな
った。
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